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物理化学系

無機化学系

高分子化学教室

錯体化学教室

無機化学教室

長谷川匡俊
ハセガワ   マサトシ

教授

新規高分子材料の実用化を目指す

石井　淳一
イシイ　　   ジュンイチ

准教授

新規なデバイス用高分子を開発する
耐熱性高分子は、 フラットパネルディスプレイ （FPD） やモ

バイル機器に不可欠な材料です。 これらの電子機器の更な

る進化 （小型薄型、高速伝送化） に対応するため、光・電気・

熱をキーワードに新しい機能性高分子の研究開発をしていま

す。

有機物として最高レベルの耐熱性をもつポリイミドはハンダ付

けの高温にも耐えるため、 様々な電子部品において電気絶

縁膜として採用されています。 複数の要求特性を同時に満

たす次世代の耐熱材料 （例えばディスプレー用透明耐熱プ

ラスチック基板材料） の開発に取り組んでいます。

物性化学教室

菅井　俊樹
スガイ　　　     トシキ

教授

桒原　彰太
クワハラ　　    ショウタ

准教授

ナノ物質の構造制御と機能解明

光とナノ物質を利用し機能を創出する
次世代型太陽電池として注目されている色素増感太陽電池

について、 構成される界面の構造と光電変換効率との関係

に注目して研究しています。 また、 カーボンナノチューブや

金属ナノ粒子などのナノ物質を駆動源とした新規デバイスの

構築を目指します。

２層カーボンナノチューブなど特異な構造と性質をもったナノ

物質を作り出し、 その機能の解明と活用を試みています。 ま

た、 新規なナノ物質の生成 ・ 測定装置を開発し、 ナノ物質

の構造と機能の制御を目指しています。

有機化学系

地球・環境化学系

生物有機化学教室

分析化学教室

地球化学教室

齋藤　良太
サイトウ　　     リョウタ

教授

発光から薬効まで：多機能複素環を開発する

佐 木々　要
ササキ　        カナメ

准教授

生体機能分子を供給・制御する
糖やアミノ酸が連なり薬剤としても利用される糖タンパクなど、

自然界からの単離が困難な生体機能分子を有機化学の力で

純物質として供給することを目指しています。 また、 核酸

（DNAやRNA） と呼ばれる生体機能分子に相互作用し機能を

制御する人工分子の開発も行っています。

DNAやRNA、 アミノ酸にも含まれる複素環と呼ばれる化合物

を中心に、 ホタルなどの生物発光を模倣した新しい発光材

料の開発、 光で分子やイオンを検出するセンサーの開発、

ならびに薬理作用を示す化合物の開発を行っています。

構造有機化学教室

幅田　揚一
ハバタ　　    ヨウイチ

教授

桑原　俊介
クワハラ　    シュンスケ

教授

山口　耕生
ヤマグチ　    コウセイ

准教授

平山　直紀
ヒラヤマ　     ナオキ

教授

森田耕太郎
モリタ     コウタロウ

准教授

分子を超える分子を創製する

分子レベルで機械装置を開発する
光や熱などの外部エネルギーによって機械的な運動を起こ

し、 有用な仕事をする分子 （分子機械） の開発を目指して

います。 また、 右手と左手の様な関係を持つ分子を合成、

認識する方法の開発も行っています。

私たちの研究室では普通の有機化合物のように共有結合だ

けではつくれないような分子 （超分子） を開発しています。

混ぜるだけで分子やイオンがきちっと並び、 それらがいろい

ろな働きをするすごい分子を作っています。

物質分離を通して化学反応の真髄に迫る

カーボンを活用して新しい化学分析法を作る
我々にとって最も身近な物質である、 カーボンに着目した分

析法の開発について研究しています。 化学修飾カーボン電

極による電気化学計測とカーボンナノドットによる分光計測に

基づいた、 生体関連物質やイオンの定量法の開発に取り組

んでいます。

二相間化学平衡を利用した新たな物質分離系の構築をめざ

して研究を行っています。 現在は金属イオンを主なターゲッ

トに、 新しい選択的錯形成試薬の開発や、 分離場としての

イオン液体の機能解析に取り組んでいます。

地球システム進化の不思議に化学で迫る
地球史 46 億年の大気 ・ 海洋 ・ 大陸 ・ 生命の起源と進化や、

過去の地球環境変動の解明に向けて、 世界の辺境でフィー

ルドワークを行って採取した堆積岩や国際研究航海で採取し

た堆積物等を用いた地球化学で迫ります。

北澤　孝史
キタザワ　      タカフミ

教授

加知　千裕
カチ　　　    チヒロ

教授

超分子錯体の構造をデザインする

金属錯体で多様な分子機能を開拓する
様々な金属イオンと設計性の高い有機分子を組み合わせる

と、 多様な電子状態を持つ金属錯体を創りだすことができま

す。 特に、 光るランタノイド錯体や光によって構造が変化す

る錯体に興味を持っています。 外からの刺激で発光や物性

が変化する錯体を開発しています。

金属イオンに有機化合物が配位結合している錯体の中には、

室温では磁石につくけれども、 温度を下げていくと磁石につ

かなくなってしまう化合物があります。 このような化合物を新

たに合成したり、 その性質を調べたりしています。

千賀有希子
センガ　    ユ キ コ

准教授

生態系の物質動態を分析化学で解明する
水域生態系の保全と維持に向けて、 栄養塩や有機物などの

物質動態の解明や水質浄化法の開発の研究を行っていま

す。 湖沼、 河川や湿原で採取した水や堆積物中の化学物

質を分析したり、 その中に存在する微生物の代謝活性を測

定したりします。

土井　貴弘
　ド　イ　　      ヨシヒロ

准教授

新奇な物性を示す無機化合物を探索する
遷移金属やランタノイドを含む複合金属化合物を中心として、

元素の周期表全体を視野に入れた新物質合成を行っていま

す。 それらに対して様々な物性測定 ・ 解析を行い、 新たな

興味深い物性の発見や化学組成－結晶構造－物性の関係

性の理解を目指して研究しています。

桺瀨　　隆
ヤナセ タカシ

講師

新しい機能性固体材料を創出する
無機 ・ 有機の括りにこだわらず、 新規な固体材料の創出を

目指しています。 原子層デバイスへの応用を指向した化学

気相蒸着法による 2 次元物質の作製 （無機） と高性能な有

機半導体材料の探索に向けたナフタレンフラックス法によるπ

共役分子の単結晶育成 （有機） について研究しています。



教
員
紹
介

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
員
紹
介

研
究
紹
介

在
校
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
後
の
進
路

資
格
関
連
課
程

メ
ッ
セ
ー
ジ

入
試
情
報

76

物理化学系

無機化学系

高分子化学教室

錯体化学教室

無機化学教室

長谷川匡俊
ハセガワ   マサトシ

教授

新規高分子材料の実用化を目指す

石井　淳一
イシイ　　   ジュンイチ

准教授

新規なデバイス用高分子を開発する
耐熱性高分子は、 フラットパネルディスプレイ （FPD） やモ

バイル機器に不可欠な材料です。 これらの電子機器の更な

る進化 （小型薄型、高速伝送化） に対応するため、光・電気・

熱をキーワードに新しい機能性高分子の研究開発をしていま

す。

有機物として最高レベルの耐熱性をもつポリイミドはハンダ付

けの高温にも耐えるため、 様々な電子部品において電気絶

縁膜として採用されています。 複数の要求特性を同時に満

たす次世代の耐熱材料 （例えばディスプレー用透明耐熱プ

ラスチック基板材料） の開発に取り組んでいます。

物性化学教室

菅井　俊樹
スガイ　　　     トシキ

教授

桒原　彰太
クワハラ　　    ショウタ

准教授

ナノ物質の構造制御と機能解明

光とナノ物質を利用し機能を創出する
次世代型太陽電池として注目されている色素増感太陽電池

について、 構成される界面の構造と光電変換効率との関係

に注目して研究しています。 また、 カーボンナノチューブや

金属ナノ粒子などのナノ物質を駆動源とした新規デバイスの

構築を目指します。

２層カーボンナノチューブなど特異な構造と性質をもったナノ

物質を作り出し、 その機能の解明と活用を試みています。 ま

た、 新規なナノ物質の生成 ・ 測定装置を開発し、 ナノ物質

の構造と機能の制御を目指しています。

有機化学系

地球・環境化学系

生物有機化学教室

分析化学教室

地球化学教室

齋藤　良太
サイトウ　　     リョウタ

教授

発光から薬効まで：多機能複素環を開発する

佐 木々　要
ササキ　        カナメ

准教授

生体機能分子を供給・制御する
糖やアミノ酸が連なり薬剤としても利用される糖タンパクなど、

自然界からの単離が困難な生体機能分子を有機化学の力で

純物質として供給することを目指しています。 また、 核酸

（DNAやRNA） と呼ばれる生体機能分子に相互作用し機能を

制御する人工分子の開発も行っています。

DNAやRNA、 アミノ酸にも含まれる複素環と呼ばれる化合物

を中心に、 ホタルなどの生物発光を模倣した新しい発光材

料の開発、 光で分子やイオンを検出するセンサーの開発、

ならびに薬理作用を示す化合物の開発を行っています。

構造有機化学教室

幅田　揚一
ハバタ　　    ヨウイチ

教授

桑原　俊介
クワハラ　    シュンスケ

教授

山口　耕生
ヤマグチ　    コウセイ

准教授

平山　直紀
ヒラヤマ　     ナオキ

教授

森田耕太郎
モリタ     コウタロウ

准教授

分子を超える分子を創製する

分子レベルで機械装置を開発する
光や熱などの外部エネルギーによって機械的な運動を起こ

し、 有用な仕事をする分子 （分子機械） の開発を目指して

います。 また、 右手と左手の様な関係を持つ分子を合成、

認識する方法の開発も行っています。

私たちの研究室では普通の有機化合物のように共有結合だ

けではつくれないような分子 （超分子） を開発しています。

混ぜるだけで分子やイオンがきちっと並び、 それらがいろい

ろな働きをするすごい分子を作っています。

物質分離を通して化学反応の真髄に迫る

カーボンを活用して新しい化学分析法を作る
我々にとって最も身近な物質である、 カーボンに着目した分

析法の開発について研究しています。 化学修飾カーボン電

極による電気化学計測とカーボンナノドットによる分光計測に

基づいた、 生体関連物質やイオンの定量法の開発に取り組

んでいます。

二相間化学平衡を利用した新たな物質分離系の構築をめざ

して研究を行っています。 現在は金属イオンを主なターゲッ

トに、 新しい選択的錯形成試薬の開発や、 分離場としての

イオン液体の機能解析に取り組んでいます。

地球システム進化の不思議に化学で迫る
地球史 46 億年の大気 ・ 海洋 ・ 大陸 ・ 生命の起源と進化や、

過去の地球環境変動の解明に向けて、 世界の辺境でフィー

ルドワークを行って採取した堆積岩や国際研究航海で採取し

た堆積物等を用いた地球化学で迫ります。

北澤　孝史
キタザワ　      タカフミ

教授

加知　千裕
カチ　　　    チヒロ

教授

超分子錯体の構造をデザインする

金属錯体で多様な分子機能を開拓する
様々な金属イオンと設計性の高い有機分子を組み合わせる

と、 多様な電子状態を持つ金属錯体を創りだすことができま

す。 特に、 光るランタノイド錯体や光によって構造が変化す

る錯体に興味を持っています。 外からの刺激で発光や物性

が変化する錯体を開発しています。

金属イオンに有機化合物が配位結合している錯体の中には、

室温では磁石につくけれども、 温度を下げていくと磁石につ

かなくなってしまう化合物があります。 このような化合物を新

たに合成したり、 その性質を調べたりしています。

千賀有希子
センガ　    ユ キ コ

准教授

生態系の物質動態を分析化学で解明する
水域生態系の保全と維持に向けて、 栄養塩や有機物などの

物質動態の解明や水質浄化法の開発の研究を行っていま

す。 湖沼、 河川や湿原で採取した水や堆積物中の化学物

質を分析したり、 その中に存在する微生物の代謝活性を測

定したりします。

土井　貴弘
　ド　イ　　      ヨシヒロ

准教授

新奇な物性を示す無機化合物を探索する
遷移金属やランタノイドを含む複合金属化合物を中心として、

元素の周期表全体を視野に入れた新物質合成を行っていま

す。 それらに対して様々な物性測定 ・ 解析を行い、 新たな

興味深い物性の発見や化学組成－結晶構造－物性の関係

性の理解を目指して研究しています。

桺瀨　　隆
ヤナセ タカシ

講師

新しい機能性固体材料を創出する
無機 ・ 有機の括りにこだわらず、 新規な固体材料の創出を

目指しています。 原子層デバイスへの応用を指向した化学

気相蒸着法による 2 次元物質の作製 （無機） と高性能な有

機半導体材料の探索に向けたナフタレンフラックス法によるπ

共役分子の単結晶育成 （有機） について研究しています。



カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
員
紹
介

研
究
紹
介

在
校
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
後
の
進
路

資
格
関
連
課
程

メ
ッ
セ
ー
ジ

入
試
情
報

研
究
紹
介

98

スマートフォン等モバイル電子機器の通信規格が4Gから第5世代（5G）へ
移行が進んでいます。これにより通信技術の大変革が起こり、高速大容
量・低遅延・多数同時接続通信が可能となります。この新技術を地味に支
えているのが耐熱絶縁樹脂であり、主に折り曲げ可能な電子回路（フレキ
シブルプリント配線基板、下の写真）の絶縁基板に用いられています。これ
までその材料として超耐熱性のポリイミド（茶色のフィルム）が用いられてき
ましたが、従来のポリイミドを絶縁層とすると、その高周波誘電特性が不十
分なために、高速通信が困難になるという重大な問題がありました。そこで
私達の研究グループは、超耐熱性を維持しながら、従来のポリイミドには
無い優れた高周波誘電特性を有する「変性ポリイミド樹脂」を開発しまし
た。5G用通信機器に適した新しい素材として注目されています。

5G高速通信技術を縁の下で支える
超耐熱樹脂

長谷川　匡俊　教授　- 高分子化学教室 - 

「錯体」とは、配位子と呼ばれる分子が金属のイオンに結合した、有機化
合物の総称です。両者の無限大の組み合わせの中から、無機物や有機物
が単独では発揮できないような新しい機能や物性を持たせることができま
す。例えば、色が変わるセンサー機能を持った錯体や、発光する錯体、磁
石になる錯体など、実に多様です。これらの現象は、温度・圧力・磁場・光
といった刺激に応じてオン／オフの切り替えが行われるので、「分子コンピ
ュータ」とも呼ばれ、最近注目を集めています。研究室では、まだ世の中に
存在しない新たな化合物の開発にチャレンジし、その化合物が持つ新し
い物性が何故生まれるのかという原因究明も、進めています。

金属イオンと分子をつなげて
新たな機能をもつ錯体化合物を創造する

北澤　孝史　教授　- 錯体化学教室 - 

自然界には、微小な足場の上を歩くキネシンタンパク質や、遺伝暗号を読み
取ってタンパク質を組み立てるリボソームなど、様 な々働きを担う「分子マシ
ン」が活躍しています。最近、このような分子マシンを模倣して、人工の分
子マシンを作ろうとする試みが活発に行われています。複雑な動作を行う
分子マシンを開発するには、はじめにその基本部品を作製する必要があり
ます。私たちは光、熱などの刺激で、機械のように働く分子マシンの基本部
品の作製を行っています。将来、目的の部位でエネルギーの貯蔵・変換を
行ったり、標的薬物を放出したりする分子マシンを開発することを目指して
います。

刺激によって機械的動作を行う
「分子マシン」の創製

桑原　俊介　准教授　- 構造有機化学教室 - 

炭素電極は電流を良く流すことが古くから知られており、200年以上前に行われた史
上初の電気分解による元素単離にも使われました。私たちの研究室では、安価で取
り扱いやすい炭素電極の表面を化学修飾し、分子認識能や触媒活性により応答性
を向上させたイオンや生体関連物質の電気化学的検出に取り組んでいます。また、
ここ10年ほどの研究によって、ナノメートルサイズの炭素ナノ粒子がユニークな発光
特性を示すことが明らかとなってきました。カーボンナノドットと呼ばれるこれらの発光
性炭素ナノ粒子の分光学的性質と化学的な安定性を利用して、重金属や半導体
を必要としない高輝度かつ環境や生体に負荷を与えない分光分析手法の開発に
力を注いでいます。

炭素材料の性質を活かした
新しい化学分析手法を開発する

森田　耕太郎　准教授　- 分析化学教室 - 

設備・研究施設紹介
■ ■ ハイテクリサーチセンター■

正式名称は「東邦大学複合物性研究センター」。東邦大学に2005年に文部科学省「ハイテクリサーチセンター整備事業：
新規多機能有機素材の創成と評価」採択とともに設立された研究拠点。ここでは化学科・物理学科・生物分子科学科の
スタッフが中心となって、ハイテク機器に必要不可欠なレアメタルに代わる次世代型の有機素材の
開発と物性評価を行っています。

Cold-ESI 質量分析装置 核磁気共鳴装置（NMR） CCD単結晶X線回折装置 透過型電子顕微鏡（TEM）

広い学生実験室
実験を安全に行えるように配慮された
広い実験室が２室あります。それぞれ
の実験室には排気設備とAV機器が備
えられています。

■充実した実験・分析機器 習志野メディアセンター（図書館）
実験室のほかに天秤室や機器室を３
室用意し、紫外可視分光光度計や核磁
気共鳴装置など汎用の分析装置を設
置しています。

学生1人にかける図書費は全国有数で
専門書や資格対策の本が充実していま
す。夜9時まで利用でき遅くまで勉強し
ている学生がたくさんいます。



研
究
紹
介

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
員
紹
介

研
究
紹
介

在
校
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
後
の
進
路

資
格
関
連
課
程

メ
ッ
セ
ー
ジ

入
試
情
報

98
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これまでの大学生活を振り返ると、コロナ禍ということもあり、思い描いていた大学生活とは違ったス
タートとなりました。しかし、このコロナ禍でも他の大学に比べると、対面での講義や実験も多く充実
した環境で、化学の専門的な知識を身に付けることができたと思います。4年次は卒業研究が始ま
り、さらに教育実習を控えています。これまで学んできたことを活かして、残りの大学生活をより確か
なものにし成長していきたいです。

私は将来、理科の楽しさを伝えられる小学校の教員になりたいという夢があります。東邦大学の夏
の理科教室に参加し、色素と金属イオンによる染め物を体験しました。その際に、分子構造が少し
違うだけでも物質が異なるという化学の奥深さを知り、もっと追求したいと思いました。理系の大学
で、小学校の教員免許が取得でき、そして化学の専門的な知識を学べると思い、化学科を志望し
ました。

化学科を志望した理由は?

これまでの大学生活を振り返って

化学科と教職課程の両立にはとても苦労しましたが、ここを乗り越えて教員免許を取れたことは、私
の代えがたい財産になったと思います。4年生と院生で研究室は変わり、いまだに苦労することは絶
えませんが、他ではなかなか行うことのできない研究や海外実習など、忘れられない経験を得るこ
とができています。将来、生徒に一つでも化学の面白さを伝えていくためにも、より多くの知識を増や
し、研究に臨んでいきます。

私は高校の化学の先生に憧れを抱き、化学の先生になる進路を希望していました。しかしながら、
当時の私は実験をあまり行ってきておらず、基本的な実験操作や注意すべき箇所、実験結果の考
察などを経験として持っていませんでした。自分の経験不足を補うためにも、専門分野で学んでより
多く経験する必要があると考え、化学科を志望しました。

化学科を志望した理由は?

これまでの大学生活を振り返って

藍　ことね　（4年）

佐山　奈緒　(修士2年)

化学科を志望した理由は?

これまでの大学生活を振り返って

加藤木　智哉　（4年）

コロナ禍で普通の大学生活を充分に満喫することができませんでしたが、制限がある中でも学生
生活やアルバイトで様 な々出会いと経験を得ることができました。特に化学については数多くの知識
と経験を身に着けることができました。大学院では、地球化学の研究室に所属し、水質調査を行っ
ています。私は、谷津干潟の有機態窒素について研究し、干潟の水質改善に向けて取り組んでい
ます。卒業までの2年間でさらに多くのことを学び、これからの研究に活かしていきたいと思います。

私は高校生の頃、化学が好きで宇宙や地球の起源などにも興味を持っていました。近くにどちらも学
べる東邦大学があったのでせっかくだからとキャンパスツアーに参加してみると、校舎がきれいで実験
装置が充実していることに驚きました。授業や研究室が少人数クラスであることや実験回数が多いと
聞き、化学を深く学べて、なおかつ経験できると思い東邦大学化学科に入学しようと決意しました。

化学科を志望した理由は?

これまでの大学生活を振り返って

加藤　元輝　(修士1年)

コロナ禍での大学生活は活動が制限される場面も多少ありましたが、化学科ではオンライン
講義と対面講義を組み合わせた「より学びの深い授業の展開」や多くの実験活動による「経験
を通した学び」がとても多いように感じました。また、学園祭実行委員会ではコロナ禍での新し
い学園祭の形を仲間と共に探し続けることができました。このように、大学でしか味わえない貴
重な体験をすることができたと思います。

中学校の理科の授業で「赤い月が見えた理由」を先生に質問した時、中学生だった当時の私
にとても分かりやすく原理や仕組みを教えてくれたことで理科の世界に興味を持ちました。理学
部の中でも、特に化学科は分子の特徴や立ち振る舞いなどの様 な々化学的視点に注目をして、
より深く世の中の不思議を解き明かすことができる学科であると思い、化学科を志望しました。
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